
18 諸届け様式
感染症による出席停止について

下記の病気で学校を欠席する場合は、「欠席」ではなく「出席停止」扱いとなります。これら
の病気は、感染しやすい伝染病とされていますので、必ず主治医に診断を受け、登校を許可され
てから登校するようにしてください。診断を受けたら、学校に連絡をしてください。また、後日
「感染症に伴う欠席届」の用紙に必要事項を記入の上、担任までご提出ください。

疾病名 潜伏期間 主な症状 出席停止期間

インフル １～２日 ３９℃前後の高熱、頭痛、関節痛、のどの痛 発症した後５日を経過し、かつ解

エンザ み、咳などの症状が急激に出る。 熱した後２日を経過するまで

百日咳 ６～１５日 咳き込んだ後、ヒューという笛を吹くような音 特有の咳が消失するまで、また

をたてて息を吸うという特有の咳が特徴。連続 ５日間の適正な抗菌性による治

性、発作性の咳が長期にわたって続く。 療が終了するまで

麻疹 １０～１２日 結膜炎、くしゃみ、鼻水などとともにコプリッ 解熱した後、３日を経過するまで

(はしか) ク斑がみられる。再び高熱とともに赤い発疹が

出る。

流行性 １４～２４日 片側、または両側の耳下腺の腫れ、顎下腺の腫 耳下腺、顎下腺または舌下腺の腫

耳下腺炎 れを伴うこともある。 張が発現した後５日を経過し、か

(おたふくかぜ) つ全身状態が良好になるまで

風疹 １４～２４日 発熱と同時に発疹が出て、リンパ節(頸部・耳の 発疹が消失するまで

後部)の腫張と圧痛を伴う。

水痘 １１～２０日 全身に水疱を伴う小さな発疹が出て、発熱。 全ての発疹が痂皮化するまで

(水ぼうそう) 発疹はかさぶたへと変化する。

咽頭結膜熱 ５～６日 高熱が出て、結膜炎、のどやリンパ節の腫れを 主要症状が消失した後、２日を経

伴う。 過するまで

結核 及び 一様ではない ２週間以上続く咳や熱などを主とした全身症状 伝染のおそれがないと認められ

髄膜炎菌性 が見られる。 るまで

髄膜炎
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医師より下記の通り診断されましたので報告します。

記

診断を受けた病名(○で囲んでください)

インフルエンザ(Ａ・Ｂ型) 百日咳 麻疹 水痘

流行性耳下腺炎 咽頭結膜熱 風疹 結核

髄膜炎菌性髄膜炎 その他（ ）

学校を休んだ期間 月 日 ～ 月 日

受診した医療機関名 （ ）


